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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年８月期第１四半期 1,337 △21.3 △3 － 6 △87.7 15 △55.1

2021年８月期第１四半期 1,700 29.0 52 － 52 － 34 －

（注）包括利益 2022年８月期第１四半期 12百万円 （△65.2％） 2021年８月期第１四半期 36百万円 （985.0％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年８月期第１四半期 6.64 －

2021年８月期第１四半期 14.85 14.84

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年８月期第１四半期 8,488 2,720 32.0

2021年８月期 8,535 2,797 32.8

（参考）自己資本 2022年８月期第１四半期 2,720百万円 2021年８月期 2,797百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年８月期 － 0.00 － 38.00 38.00

2022年８月期 －

2022年８月期（予想） 0.00 － 38.00 38.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 6,789 8.5 343 24.3 344 16.3 236 22.2 100.39

１．2022年８月期第１四半期の連結業績（2021年９月１日～2021年11月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年８月期の連結業績予想（2021年９月１日～2022年８月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年８月期１Ｑ 2,353,500株 2021年８月期 2,353,500株

②  期末自己株式数 2022年８月期１Ｑ 1,170株 2021年８月期 1,170株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年８月期１Ｑ 2,352,330株 2021年８月期１Ｑ 2,344,473株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）　　　　、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有
（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注

意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情

報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、国内外における新型コロナウイルス感染症の影響が続くな

か、ワクチン接種が進んだこと等により新規感染者数が減少し、持ち直しの動きがみられました。その一方で、新

たな変異株の感染拡大も懸念され、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

このような経営環境の下、水処理及び環境機器などは休眠客への営業を推進し既存商品の拡販を図ってきたほ

か、市況が堅調に推移している船舶、プラント機器市場に向けた関連機器の製造受託営業に注力してまいりまし

た。また、2021年９月には海水冷却加温ユニット及びチタン熱交換器を製造販売する株式会社マリンリバーを新た

に連結子会社化するなど、当社グループの規模拡大に取り組んでまいりました。

全体としては、環境関連市場における景観配慮型防潮壁「シーウォール」の引合いが増加傾向で推移しているも

のの、納期が１年を超える足の長い案件が多く、当第１四半期連結累計期間での計上は限定的であったことなどか

ら売上が伸び悩み、経営成績は低調に推移しました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高1,337百万円（前年同期比21.3％減）、営業損失

３百万円（前年同期は営業利益52百万円）、経常利益６百万円（前年同期比87.6％減）となり、負ののれん発生益

20百万円を特別利益に計上した結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は15百万円（前年同期比55.1％減）とな

りました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

（環境・エネルギー事業）

景観配慮型防潮壁「シーウォール」の引合いは引き続き増加傾向で推移しているものの、当第１四半期連結累計

期間での実績計上は限定的であった影響を受け、経営成績は低調に推移しました。

以上の結果、環境・エネルギー事業の当第１四半期連結累計期間の売上高は700百万円（前年同期比32.4％

減）、セグメント損失18百万円（前年同期はセグメント利益41百万円）となりました。

（動力・重機等事業）

船舶、プラント関連市場及び工作機械関連市場において需要は堅調に推移していることに加えて、購買コストの

見直し、利益率の高い案件獲得など継続的な原価低減、利益率上昇策が有効に機能し、売上高は前年同期を若干下

回りましたが、利益率の上昇効果により経営成績は堅調に推移しました。

以上の結果、動力・重機等事業の当第１四半期連結累計期間の売上高は554百万円（前年同期比2.5％減）、セグ

メント利益40百万円（前年同期比26.3％増）となりました。

（防災・安全事業）

コロナ禍において、テレビ会議システムを営業に活用するなど対応を図ってきましたが、病院や介護施設に対す

るスプリンクラー設備の設置に係る補助金額が減少していることを受けて需要が減少し、経営成績は低調に推移し

ました。

以上の結果、防災・安全事業の当第１四半期連結累計期間の売上高は82百万円（前年同期比12.5％減）、セグメ

ント利益3百万円（前年同期比71.6％減）となりました。

（２）財政状態の分析

(資産)

当第１四半期連結会計期間末における総資産は8,488百万円（前連結会計年度末は8,535百万円）となり、46百万

円減少しました。

流動資産は4,245百万円（前連結会計年度末は4,266百万円）となり、20百万円減少しました。これは主に、未収

入金等によるその他が194百万円増加した一方、現金及び預金が142百万円、受取手形及び売掛金が115百万円それ

ぞれ減少したことによるものであります。

固定資産は4,243百万円（前連結会計年度末は4,269百万円）となり、25百万円減少しました。これは主に、土地

が65百万円増加した一方、投資有価証券が251百万円減少したこと等によるものであります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債は5,768百万円（前連結会計年度末は5,737百万円）となり、30百万円

増加しました。

流動負債は3,127百万円（前連結会計年度末は3,109百万円）となり、18百万円増加しました。これは主に未払法

人税等が59百万円減少した一方、１年内返済予定の長期借入金が50百万円、賞与引当金が40百万円増加したこと等
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によるものであります。

固定負債は2,641百万円（前連結会計年度末は2,628百万円）となり、12百万円増加しました。これは主に、長期

借入金の増加12百万円等によるものであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は2,720百万円（前連結会計年度末は2,797百万円）となり、76百万

円減少しました。これは主に、利益剰余金が73百万円減少したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2021年10月14日の「2021年８月期　決算短信」で公表いたしました2022年８月

期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年８月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,109,552 1,966,812

受取手形及び売掛金 1,460,164 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 1,344,190

電子記録債権 182,747 158,332

商品及び製品 44,823 71,460

仕掛品 279,693 300,604

原材料及び貯蔵品 34,707 55,170

その他 168,006 362,260

貸倒引当金 △13,670 △13,713

流動資産合計 4,266,026 4,245,117

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 795,607 800,414

土地 2,028,102 2,093,102

その他（純額） 417,686 444,947

有形固定資産合計 3,241,396 3,338,465

無形固定資産

のれん 6,736 6,519

その他 5,716 5,755

無形固定資産合計 12,453 12,274

投資その他の資産

投資有価証券 455,402 203,915

その他 569,537 698,902

貸倒引当金 △9,756 △9,756

投資その他の資産合計 1,015,183 893,061

固定資産合計 4,269,033 4,243,801

資産合計 8,535,059 8,488,919

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 349,836 340,583

短期借入金 1,570,000 1,575,000

１年内返済予定の長期借入金 842,346 892,649

未払法人税等 75,172 15,772

賞与引当金 26,949 67,797

その他 244,915 235,445

流動負債合計 3,109,219 3,127,248

固定負債

長期借入金 2,345,329 2,357,770

役員退職慰労引当金 20,395 20,737

退職給付に係る負債 144,485 147,279

その他 118,530 115,549

固定負債合計 2,628,739 2,641,335

負債合計 5,737,959 5,768,583

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年８月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年11月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,062,420 1,062,420

資本剰余金 920,120 920,120

利益剰余金 814,679 740,909

自己株式 △231 △231

株主資本合計 2,796,988 2,723,218

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 111 △2,882

その他の包括利益累計額合計 111 △2,882

純資産合計 2,797,100 2,720,335

負債純資産合計 8,535,059 8,488,919
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2020年９月１日
　至　2020年11月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2021年９月１日
　至　2021年11月30日)

売上高 1,700,086 1,337,810

売上原価 1,406,485 1,052,086

売上総利益 293,601 285,724

販売費及び一般管理費 241,233 289,446

営業利益又は営業損失（△） 52,367 △3,722

営業外収益

受取利息 50 150

受取配当金 17 265

投資有価証券売却益 299 6,699

固定資産賃貸料 3,947 3,960

保険解約返戻金 312 －

補助金収入 － 2,555

その他 5,992 6,483

営業外収益合計 10,619 20,114

営業外費用

支払利息 6,921 6,598

株式交付費 737 －

投資有価証券売却損 － 725

投資有価証券評価損 － 405

その他 2,456 2,136

営業外費用合計 10,116 9,864

経常利益 52,870 6,526

特別利益

固定資産売却益 － 103

負ののれん発生益 － 20,001

特別利益合計 － 20,104

特別損失

固定資産除却損 0 62

特別損失合計 0 62

税金等調整前四半期純利益 52,870 26,569

法人税等 18,049 10,950

四半期純利益 34,821 15,618

親会社株主に帰属する四半期純利益 34,821 15,618

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2020年９月１日
　至　2020年11月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2021年９月１日
　至　2021年11月30日)

四半期純利益 34,821 15,618

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,438 △2,994

その他の包括利益合計 1,438 △2,994

四半期包括利益 36,260 12,624

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 36,260 12,624

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額

（注）２
環境・

エネルギー
動力・重機等 防災・安全 計

売上高

外部顧客への売上高 1,036,784 568,796 94,505 1,700,086 － 1,700,086

セグメント間の内部売上高

又は振替高
249 － － 249 △249 －

計 1,037,033 568,796 94,505 1,700,335 △249 1,700,086

セグメント利益 41,614 32,338 11,407 85,361 △32,993 52,367

金額

セグメント間取引消去

全社費用※

△103

△32,889

合計 △32,993

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額

（注）２
環境・

エネルギー
動力・重機等 防災・安全 計

売上高

外部顧客への売上高 700,615 554,593 82,600 1,337,810 － 1,337,810

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,869 － － 1,869 △1,869 －

計 702,485 554,593 82,600 1,339,679 △1,869 1,337,810

セグメント利益又は損失（△） △18,146 40,845 3,232 25,931 △29,654 △3,722

金額

セグメント間取引消去

全社費用※

△170

△29,484

合計 △29,654

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2020年９月１日　至　2020年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．調整額の内容は以下のとおりであります。

セグメント利益　　　　　　　　　　　　　　　　（単位:千円）

※全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2021年９月１日　至　2021年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．調整額の内容は以下のとおりであります。

セグメント利益又は損失　　　　　　　　　　　　（単位:千円）

※全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（重要な負ののれんの発生益）

　環境・エネルギー事業において、当第１四半期連結会計期間より株式会社マリンリバーの株式取得による連

結子会社化に伴い、負ののれんが発生しております。当該事象による負ののれん発生益の計上額は20,001千円

であります。なお、負ののれん発生益は特別利益のため、上記セグメント利益には含まれておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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